
し
ゅ
ん

足
立
長
篇
学
、
松
浦
道
氏
校
定
、
平
井
厚
篇
、
植
木
文
達
筆
記

「
産
科
輯
要
」
（
研
医
会
蔵
）
七
丁
裏
の
「
辨
胎
児
在
子
宮
中
状
」

に
「
吾
祖
為
春
先
生
享
保
十
八
年
崎
陽
二
遊
学
ノ
寸
蘭
人
二
対
語

シ
胎
児
ノ
子
宮
中
ニ
ア
ル
状
如
何
卜
問
シ
寸
、
藺
人
答
日
妊
婦
百

日
内
ノ
者
ハ
手
足
ヲ
縮
メ
仰
キ
居
ス
。
百
日
外
二
至
ル
ャ
児
頭
下

辺
二
向
上
児
ノ
背
脊
ハ
妊
婦
ノ
腹
二
当
ル
。
又
児
頭
上
辺
二
在
ル

者
モ
間
ア
リ
ト
云
云
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
妊
娠
中
の
正
常
胎

位
に
つ
い
て
は
こ
れ
よ
り
三
十
二
年
後
の
明
和
二
年
二
七
六
五
）

刊
『
子
玄
子
産
論
」
に
記
さ
れ
て
い
る
賀
川
玄
悦
の
「
背
面
倒
首
」

（
背
前
胎
向
・
頭
位
）
が
「
曠
古
」
（
基
碑
銘
）
の
説
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
所
で
あ
る
。
玄
悦
の
こ
の
発
見
は
、
賀
川
明
孝
著

『
賀
川
玄
悦
の
系
譜
と
そ
の
周
辺
」
に
よ
る
と
一
七
四
○
年
よ
り

も
後
で
あ
る
。
従
っ
て
一
七
三
三
年
（
享
保
十
八
）
に
妊
娠
中
の
正

11

足
立
長
篇
の
祖
為
春
先
生
と

乗
附
為
春
海
鏡

石
原
力

常
胎
位
如
何
と
い
う
問
題
意
識
を
も
ち
、
長
崎
へ
赴
い
て
直
接
藺

人
か
ら
背
前
胎
向
・
頭
位
と
い
う
回
答
を
引
き
出
し
た
為
舂
は
、

進
取
の
気
象
に
富
み
、
並
々
な
ら
ぬ
産
科
の
学
識
を
具
え
た
人
物

で
あ
っ
た
。

の
っ
け

い
し
ゅ
ん

私
は
こ
の
為
春
が
乗
附
流
産
科
で
知
ら
れ
る
乗
附
為
春
の
誰
か

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
、
先
ず
乗
附
家
の
調
査
を
行
い
、
昨
年
の
九

八
回
総
会
で
「
乗
附
氏
家
系
と
乗
附
流
産
科
」
を
報
告
し
た
。
乗

附
家
の
伝
承
で
は
乗
附
三
喜
齋
昌
純
が
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五

力
ス
パ
ル

五
）
長
崎
で
紅
毛
来
舶
医
賀
姿
婆
苗
伝
来
の
外
科
を
受
け
、
内
・
外

科
を
兼
療
し
子
孫
に
伝
え
た
（
安
中
乗
附
氏
位
牌
）
と
あ
る
が
、
ザ

ビ
エ
ル
来
日
が
一
五
四
九
年
、
三
喜
齋
の
曽
孫
寿
徳
院
法
印
玄
由

の
没
年
が
一
六
一
三
年
で
あ
る
か
ら
年
代
的
に
誤
り
で
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
は
後
世
の
事
実
の
反
映
か
、
少
な
く
と
も
乗
附
家
の
蘭

方
医
学
に
対
す
る
強
い
関
心
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
玄

由
の
子
玄
頭
（
源
五
郎
）
の
長
男
玄
可
の
系
統
は
上
州
安
中
に
住
み

代
々
医
を
業
と
し
た
。

弟
左
馬
丞
は
為
舂
齋
と
号
し
乗
附
為
春
家
の
初
代
で
、
産
科
で

有
名
な
三
位
法
眼
糟
尾
久
牧
の
門
に
入
り
、
見
込
ま
れ
て
家
名
、

医
法
、
重
器
を
相
続
、
糟
尾
為
春
と
称
し
女
科
を
主
と
し
た
。
後
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糟
尾
某
に
重
器
を
還
付
し
乗
附
氏
に
復
し
た
。
小
田
原
北
條
家
に

は
ん
ざ
わ

仕
え
、
武
州
榛
沢
（
埼
玉
県
岡
部
町
）
に
住
み
、
一
六
三
七
年
没
し

お
し

よ
し

た
。
二
代
為
舂
は
忍
藩
（
埼
玉
県
行
田
市
）
阿
部
正
能
に
医
を
以
て

仕
え
、
三
代
為
春
通
称
玄
寿
（
法
名
陽
山
）
（
一
七
四
三
年
没
）
を
経

き

て
、
四
代
為
春
幼
名
馬
之
助
号
海
鏡
諄
衛
逵
に
至
る
。

海
鏡
（
一
七
○
二
’
九
○
）
は
著
述
、
門
人
が
多
い
が
江
戸
深
川

阿
部
邸
で
生
ま
れ
、
一
七
二
年
十
歳
で
父
を
失
い
家
督
相
続
で

為
春
を
名
乗
り
、
四
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
た
。
法
眼
河
野
良
以
の

門
に
入
り
、
師
の
名
を
頂
き
以
春
と
改
称
、
忍
に
帰
っ
て
医
道
を

義
兄
雨
宮
勝
蔵
か
ら
学
ん
だ
。
勝
蔵
は
三
代
為
春
玄
寿
の
甥
で
四

代
以
春
の
姉
婿
で
あ
り
、
以
春
を
後
見
し
て
乗
附
玄
寿
号
文
山
と

称
し
た
・
も
と
阿
部
侯
の
儒
官
で
あ
っ
た
が
三
宅
尚
齋
の
事
件
（
一

七
○
七
）
に
連
坐
し
て
辞
任
し
、
四
方
を
周
遊
西
は
長
崎
に
至
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
忍
へ
帰
り
医
を
業
と
し
た
。
享
保
十
七
年

（
乗
氏
累
代
小
伝
、
吾
家
代
々
法
号
）
も
し
く
は
十
八
年
（
乗
附
氏
系

図
）
の
五
月
十
八
日
に
没
し
た
。
文
山
は
傍
系
で
為
舂
を
称
し
た
こ

と
は
な
く
、
十
八
年
に
長
崎
行
は
無
理
で
「
為
舂
先
生
」
で
は
な

い
。
四
代
以
舂
海
鏡
は
享
保
十
七
年
十
月
六
日
十
人
扶
持
に
加
増
、

十
八
年
十
月
十
五
日
侍
医
格
に
抜
擢
さ
れ
て
十
五
人
扶
持
を
与
え

ら
れ
た
（
五
年
後
侍
医
と
な
る
）
。
こ
の
一
年
の
間
に
三
十
二
歳
の
海

鏡
の
長
崎
往
復
は
可
能
で
あ
り
、
文
山
の
奨
め
と
逝
去
が
そ
の
機

縁
で
、
ま
た
長
崎
行
が
抜
擢
に
繋
が
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
乗
附
家
に
残
る
資
料
に
も
児
玉
幸
多
編
『
阿
部
家
史
料
集
、

公
餘
録
』
に
も
そ
の
記
載
は
な
い
。
所
が
九
代
為
春
舂
海
（
一
八
三

九
’
一
九
○
八
）
編
の
『
乗
附
家
伝
類
聚
附
腹
診
法
」
（
京
大
富
士

川
本
）
の
「
飲
食
傷
」
の
項
に
海
鏡
の
著
書
『
長
崎
夜
話
』
か
ら
の

引
用
が
あ
り
、
海
鏡
の
長
崎
行
、
従
っ
て
「
為
春
先
生
」
の
確
度

は
高
い
。
情
況
証
拠
は
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
海
鏡
と
長
篇
を
結

ぶ
糸
は
系
図
面
で
見
付
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
海
鏡
の
妻
が
大
野

武
助
の
女
、
長
篇
の
妻
嘉
代
が
老
中
太
田
資
愛
の
家
臣
大
野
渥
美

の
養
女
で
、
偶
然
の
可
能
性
が
強
い
が
大
野
姓
の
一
致
が
注
目
さ

れ
る
。

（
賛
育
会
清
風
園
診
療
所
）
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